
【 １２４ 】 

テーマ 

支援の目的 

「計算ボウリング」 

ボウリングゲームを通して、計算のおもしろさや不思議さに出合い、

楽しくかけ算の学習をすることができる。 

使用方法 

① 「ボウリングシート」（ピンを立てる位置に丸いシールを貼った A３

サイズの用紙をラミネートしたもの）にピンを置く。毎回、等間隔で

手早くピンをリセットすることができる。 

② （１投目に倒れた本数…ア）と（２投目に倒れた本数…イ）でかけ算

の式をつくり、ホワイトボードに書く。答え（得点）の大きい人が勝

ち。 

※倒れたピンの合計ではなく、かけ算の答えを競うので、相手より倒れ

たピンの数が少なくても勝てる場合がある。また、１投目にストライク

を出すと大歓声があがるが、計算では、１０×０＝０となり、安易に喜

べないところがおもしろい。 
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【問い合わせ】 特別支援教育相談研究室 ０５６１－３８－９５１７ 

１回戦。倒れたピンの合計は、A が（０＋６＝

６）、Bが（４＋１＝５）で、Aの方が大きいが、

ア×イの答えは、Bの方が大きいので、Bの勝ち。 

 

２回戦。倒れたピンの

合計は、A が（６＋３＝

９）、 Bが（５＋４＝９）

で、ともに同じだが、ア

×イの答えは、B の方が

大きいので、Bの勝ち。 

３回戦。倒れたピンの合計は、A が（５＋３＝

８）、Bが（６＋２＝８）で、ともに同じだが、ア

×イの答えは、Aの方が大きいので、Aの勝ち。 

 

Aさん 

 

Bさん 

 


